




The Impact and Problems of Joint Seminars – Focus on Mother Tongue and Father Tongue
WANT Mori Kaori and KINOSHITA Yumiko
Abstract :  This paper discusses to what extent a joint seminar is effective to improve students’ ability to handle 
mother tongue （=subjective language skill） and father tongue （=objective language skill）, which are developed 
by Ursula Le Guin. After the joint seminar, instructors pick up problems of the joint seminar through examining 
students’ survey, and discuss what kind of educational intervention instructors could do to improve students’ 
performance by arranging classes that augment the students’ skill of mother tongue and father tongue.
Key Words :  students’ acquisition of father （=academic, standard, and public） tongue and mother （=non-
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合同ゼミの内容
合同ゼミは、2018 年 5 月 10、17、31 日の 3 回に渡って行われた。報告した学生は、ウォント盛ゼミが 16 名、







How My Parents Learned to Eat の分析を通じた日米国際結婚カップルに関する研究 〇　
日米メディアにおける戦後混血児の表象に関する比較研究 △






































































































































違うことを勉強してきたゼミの人たちに自分の研究を説明すること」（4 名）であった。この回答は、質問 3 の他
学科の発表をきいて、自分の研究についてどのように感じましたか、という問いへの回答である「自分の内容を




















質問 2 は、質問 4 の合同セミナーを受けてよかった点は何ですか、という問いとも重なっており、この質問に









的発展につなげる、というモチベーション作りになったかと考えられる。しかし、5 月に行った 3 回の合同ゼミで、
学生のモチベーションをいかに卒業研究提出日（英語文化学科は 2019 年 1 月、多文化コミュニケーション学科は
2018 年 12 月）まで継続していけるのかは不明である。






























































































3 多文化コミュニケーション学科 4 年生は 6 月最終週から 7 月第 2 週目にかけて卒業研究の中間報告会がある。その中で、学生
S は合同ゼミと同じ質問をうけ、しっかりと回答することができていた。その後の指導の中で、S は、合同ゼミで受けた質問
のおかげで準備ができたことや、コメントシートをコピーしその質問に回答できるように勉強をしたことを話してくれた（2018
年 10 月 18 日ゼミにて）。
4 マイナビ「新卒採用における学生の「優秀さ」の要素（複数選択）」2018 年卒マイナビ企業採用活動調査（6 月実施）
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